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   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
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【ＦＩ】
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   Ｃ０７Ｄ  405/10     ＣＳＰ　
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   Ａ６１Ｋ   31/437    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】令和2年3月10日(2020.3.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の化合物。

【化１】

　（式中、
　Ａｒは、アリール又はヘテロアリールであり、
　ここで、Ａｒに関して定義されるアリール及びヘテロアリールの各々は、Ｗ及び１つ又
は２つのＺ基で置換され、
　　ここで、Ｚは、低級アルキル、低級ハロアルキル、ＮＯ２、ＣＦ３、シクロプロピル
、低級アルコキシ、ハロ、ヒドロキシル、及びアミノであり、
　　　ここで、Ｚに関して定義されるアミノは、任意に１つ又は２つの低級アルキルで置
換され、
　　　Ｗは、アリール、ヘテロアリール、又はアジドであり、
　　　ここで、Ｗに関して定義されるアリール又はヘテロアリールは、Ｒ１１、Ｈ、ボロ
ン酸、ボロン酸ピナコールエステル、アルキル、ＯＴｆ、ヒドロキシル、任意に１つ又は
２つのアルキル又はアリール基で置換されたアミノ、アジド、アルキン、－ＳＯ２アリー
ル、Ｃ（Ｏ）ＯＲ５、Ｃ（Ｏ）ＮＲ８Ｒ９、ハロ、ＯＣＦ３、アルケニル、アルキニル、
ハロアルキル、ＣＮ、アルコキシ、ＮＨＳＯ２Ｒ６、ＮＨＳＯ２ＮＨＲ６、ＮＨＣＯＲ６

、ＮＨＣＯＮＨＲ６、及びシクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、アリール
オキシ、アラルキル、及びヘテロアリールから選択される１つ以上の置換基で置換され、
それらのいずれも、任意に１つ以上のアルキル、ヒドロキシル、オキソ、ＣＮ、及びＮＲ

８Ｒ９で置換されてもよく、
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　　　　ここで、Ｒ５及びＲ６の各々は独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、ヘ
テロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル及びヘテロアラルキルであ
り、
　　　　　Ｒ８及びＲ９の各々は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、アリール、ヘテ
ロアリール、アラルキル、及びヘテロアラルキルであり、又はＲ８及びＲ９は、一緒にな
ってヘテロシクロアルキルを形成し、
　　　　　Ｒ１１は、ハロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、ハロ
アルキル、アリール、アラルキル、ヘテロシクリル、ヘテロアリール、ヘテロアリール（
ｈｅｔｅｒａｒｙｌ）アルキル、ＣＮ、アルコキシ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ
、ＮＨＳＯ２Ｒ１２、ＮＨＳＯ２ＮＨＲ１２、ＮＨＣＯＲ１２、ＮＨＣＯＮＨＲ１２、Ｃ
ＯＮＨＲ１２、ＣＯＮＲ１２ａＲ１２ｂ、ヒドロキシ、及びＯＣＦ３であり、
　　　　　ここで、Ｒ１２、Ｒ１２ａ及びＲ１２ｂの各々は独立して、水素、Ｃ１～Ｃ６

アルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル及びヘテロアラルキルから選択され、
　Ｙ１及びＹ２の各々は独立して、Ｈ、ヒドロキシル、低級アルコキシ又はアミノから選
択され、
　　ここで、Ｙ１及びＹ２の各々に関して定義される各アミノは、任意に１つ又は２つの
低級アルキル、シアノ、アジド、ニトロ、ハロアルキル、ハロ、ハロアルコキシ、及びア
セチルで置換され、
　但し、
　　前記式（Ｉ）の化合物は、
　　３－［４－［（Ｒ）－ヒドロキシ－［（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，
５－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロピラン－２－イル］メチル
］－３－メチル－フェニル］－Ｎ－メチル－ベンズアミド、
　　３－［４－［（Ｓ）－ヒドロキシ－［２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５
－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロピラン－２－イル］メチル］
－３－メチル－フェニル］－Ｎ－メチル－ベンズアミド、
　　Ｎ－メチル－３－［３－メチル－４－［［（２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ，５Ｓ，６Ｒ）－３，
４，５－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシ－メチル）テトラヒドロ－ピラン－２－イル
］メチル］フェニル］ベンズアミド、
　　４’－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－ト
リヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メチ
ル）－Ｎ－メチルビフェニル－３－カルボキサミド、
　　Ｎ－メチル－４’－（（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－トリヒド
ロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メチル）ビ
フェニル－３－カルボキサミド、
　　４’－（（Ｓ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－ト
リヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メチ
ル）－Ｎ－メチルビフェニル－３－カルボキサミド、
　　Ｎ，３’－ジメチル－４’－（（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メ
チル）ビフェニル－３－カルボキサミド、
　　Ｎ－メチル－３’－（トリフルオロメチル）－４’－（（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ，５Ｓ
，６Ｒ）－３，４，５－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ
－ピラン－２－イル）メチル）ビフェニル－３－カルボキサミド、
　　３’－クロロ－Ｎ－メチル－４’－（（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４
，５－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イ
ル）メチル）ビフェニル－３－カルボキサミド、
　　３’－フルオロ－Ｎ－メチル－４’－（（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ，５Ｓ，６Ｒ）－３，
４，５－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－
イル）メチル）ビフェニル－３－カルボキサミド、
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　　３’－メトキシ－Ｎ－メチル－４’－（（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ，５Ｓ，６Ｒ）－３，
４，５－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－
イル）メチル）ビフェニル－３－カルボキサミド、
　　Ｎ３，Ｎ５－ジメチル－４’－（（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５
－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）
メチル）ビフェニル－３，５－ジカルボキサミド、
　　Ｎ３，Ｎ５，３’－トリメチル－４’－（（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ，５Ｓ，６Ｒ）－３
，４，５－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２
－イル）メチル）ビフェニル－３，５－ジカルボキサミド、
　　Ｎ３，Ｎ５－ジメチル－３’－（トリフルオロメチル）－４’－（（（２Ｒ，３Ｓ，
４Ｒ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒ
ドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メチル）ビフェニル－３，５－ジカルボキサミド、
　　３’－クロロ－Ｎ３，Ｎ５－ジメチル－４’－（（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ，５Ｓ，６Ｒ
）－３，４，５－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラ
ン－２－イル）メチル）ビフェニル－３，５－ジカルボキサミド、
　　３’－フルオロ－Ｎ３，Ｎ５－ジメチル－４’－（（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ，５Ｓ，６
Ｒ）－３，４，５－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピ
ラン－２－イル）メチル）ビフェニル－３，５－ジカルボキサミド、
　　３’－メトキシ－Ｎ３，Ｎ５－ジメチル－４’－（（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ，５Ｓ，６
Ｒ）－３，４，５－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピ
ラン－２－イル）メチル）ビフェニル－３，５－ジカルボキサミドではないものとする。
）
【請求項２】
　Ｙ１が水素であり、Ｃ－１における立体化学がＲ配置である請求項１に記載の式（Ｉ）
の化合物。
【請求項３】
　式（ＩＩ）の化合物。
【化２】

　（式中、
【化３】

は、単結合又は二重結合を表し、
　Ｒ２１は、無、水素又は低級アルキルであり、
　Ｒ２２は、水素、アルキル、ヒドロキシル、Ｏ又はＮＲ２８Ｒ２９であり、
　ここで、Ｒ２８及びＲ２９の各々は独立して、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、アリール、
ヘテロアリール、アラルキル又はヘテロアラルキルであり、又はＲ２８及びＲ２９は、一
緒になってヘテロシクロアルキルを形成する。）
【請求項４】
　式（ＩＩＩ）の化合物。
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【化４】

　（式中、
【化５】

は、単結合又は二重結合を表し、
　Ｒ３１は、無、水素又は低級アルキルであり
　Ｒ３２は、水素、アルキル、ヒドロキシル、Ｏ又はＮＲ３８Ｒ３９であり、
　ここで、Ｒ３８及びＲ３９の各々は独立して、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、アリール、
ヘテロアリール、アラルキル、及びヘテロアラルキルであり、又はＲ３８及びＲ３９は、
一緒になってヘテロシクロアルキルを形成する。）
【請求項５】
　式（ＩＶ）の化合物。
【化６】

　（式中、
　Ｒ４３は、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール又はヘテロア
リールであり、
　　ここで、Ｒ４３に関して定義されるアルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキ
ル、アリール又はヘテロアリールの各々は、任意に水素、ハロ、アルキル、アルケニル、
アルキニル、シクロアルキル、ハロアルキル、アリール、アラルキル、ヘテロシクリル、
ヘテロアリール、ヘテロアリール（ｈｅｔｅｒａｒｙｌ）アルキル、ＣＮ、アルコキシ、
アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、ＣＯＯＲ４４、ＮＨＳＯ２Ｒ４４、ＮＨＳＯ２ＮＨ
Ｒ４４、ＮＨＣＯＲ４４、ＮＨＣＯＮＨＲ４４、ＣＯＮＨＲ４４、ＣＯＮＲ４４ａＲ４４

ｂ、ヒドロキシ、又はＯＣＦ３から選択される１つ以上の置換基で置換され、
　　　ここで、Ｒ４４、Ｒ４４ａ及びＲ４４ｂの各々は独立して、水素、Ｃ１～Ｃ６アル
キル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル又はヘテロアラルキルから選択される。）
【請求項６】
　式（Ｖ）の化合物又はその薬学的に許容され得る塩。
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【化７】

　（式中、
　　Ｒ５３は、無、水素又は低級アルキルである。）
【請求項７】
　式（ＶＩ）の化合物又はその薬学的に許容され得る塩。

【化８】

　（式中、
　Ｒ６４は、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ６５、Ｃ（Ｏ）ＮＲ６８Ｒ６９、ハロ、ヒドロキシ、ＯＣＦ

３、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、ハロアルキル、アラルキル、
ヘテロシクロアルキル、ＣＮ、アルコキシ、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ
、ＮＨＳＯ２Ｒ６６、ＮＨＳＯ２ＮＨＲ６６、ＮＨＣＯＲ６６、ＮＨＣＯＮＨＲ６６、又
はアリール又はヘテロアリールであり、これらのいずれも、任意にハロ、ヒドロキシ、Ｏ
ＣＦ３、アルキル、アルケニル、アルキニル、ハロアルキル、ＣＮ、アルコキシ、アルキ
ルアミノ、ジアルキルアミノ、ＮＨＳＯ２Ｒ６６、ＮＨＳＯ２ＮＨＲ６６、ＮＨＣＯＲ６

６、又はＮＨＣＯＮＨＲ６６で置換されてもよく、
　ここで、Ｒ６５は、水素、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリー
ル又はヘテロアリールであり、
　　Ｒ６８及びＲ６９の各々は、各々独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、アリール、ヘ
テロアリール、アラルキル、及びヘテロアラルキルから選択され、又はＲ６８及びＲ６９

は一緒になってヘテロシクロアルキルを形成し、
　　Ｒ６６は、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル及び
ヘテロアラルキルである。）
【請求項８】
　式（ＶＩＩ）の化合物。



(7) JP 2019-508504 A5 2020.4.23

【化９】

　（式中、
　Ｒ７４は、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ７５、Ｃ（Ｏ）ＮＲ７８Ｒ７９、ハロ、ヒドロキシ、ＯＣＦ

３、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、ハロアルキル、アラルキル、
ヘテロシクロアルキル、ＣＮ、アルコキシ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、ＮＨＳ
Ｏ２Ｒ７７、ＮＨＳＯ２ＮＨＲ７７、ＮＨＣＯＲ７７、ＮＨＣＯＮＨＲ７７、又はアリー
ル又はヘテロアリールであり、これらのいずれも、任意にハロ、ヒドロキシ、ＯＣＦ３、
アルキル、アルケニル、アルキニル、ハロアルキル、ＣＮ、アルコキシ、アルキルアミノ
、ジアルキルアミノ、ＮＨＳＯ２Ｒ７７、ＮＨＳＯ２ＮＨＲ７７、ＮＨＣＯＲ７７又はＮ
ＨＣＯＮＨＲ７７で置換され、
　ここで、Ｒ７５は、水素、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリー
ル又はヘテロアリールであり、
　　Ｒ７８及びＲ７９は、各々独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、アリール、ヘテロア
リール、アラルキル及びヘテロアラルキルから選択され、
　　Ｒ７８及びＲ７９は、一緒になってヘテロシクロアルキルを形成し、
　　Ｒ７７は、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル又は
ヘテロアラルキルである。）
【請求項９】
　式（ＶＩＩＩ）の化合物又はその薬学的に許容され得る塩。

【化１０】

　（式中、
　Ｒ８１は、無、水素、及び低級アルキルからのものであり、
　Ｒ８５は、水素、アルキル、ＮＲ８８Ｒ８９、アリール、ヘテロアリール、シクロアル
キル、及びヘテロシクロアルキルからのものであり、それらのいずれも、任意に置換され
てもよく、
　Ｒ８８及びＲ８９の各々は独立して、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、アリール、ヘテロア
リール、アラルキル、又はヘテロアラルキルであり、又はＲ８８及びＲ８９は、一緒にな
ってヘテロシクロアルキルを形成する。）
【請求項１０】
　式（ＩＸ）の化合物。
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【化１１】

　（式中、
　Ｒ９１及びＲ９２の各々は独立して、水素又は低級アルキルである。）
【請求項１１】
　式（Ｘ）の化合物又はその薬学的に許容され得る塩。

【化１２】

　（式中、
　　Ｒ１０６は、シアノ、Ｃ（Ｏ）ＮＲ１０９Ｒ１１０、ＮＲ１０９Ｒ１１０、－ＳＯ２

ＮＲ１１１Ｒ１１２、ＮＨＣ（Ｏ）ＮＲ１０９Ｒ１１０、ニトロ、ヒドロキシル、ハロ、
及びヘテロアリールからのものであり、
　　Ｒ１０９及びＲ１１０の各々は独立して、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、アリール、ヘ
テロアリール、アラルキル、及びヘテロアラルキルであり、又は一緒になって、Ｒ１０９

及びＲ１１０はヘテロシクロアルキルを形成してもよく、
　　Ｒ１１１及びＲ１１２の各々は独立して、Ｈ、Ｃ３～Ｃ７－シクロアルキル、Ｃ２～
Ｃ６－アルキル、アリール、又はヘテロアリールであり、又は
　　Ｒ１１１及びＲ１１２は、それらが結合された原子と一緒になって、Ｃ３～Ｃ７－ヘ
テロシクロアルキル又はヘテロアリールを形成し、
　　Ｒ１０４及びＲ１０５の各々は独立して、水素又はニトロであり、
　Ｘは、Ｏ、ＮＨ、又はＳＯ２である。）
【請求項１２】
　式（ＸＩ）の化合物又はその薬学的に許容され得る塩。
【化１３】

　（式中
　Ｒ１１４は、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１１５、Ｃ（Ｏ）ＮＲ１１８Ｒ１１９、ハロ、ヒドロキシ
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、ＯＣＦ３、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、ハロアルキル、アラ
ルキル、ヘテロシクロアルキル、ＣＮ、アルコキシ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ
、ＮＨＳＯ２Ｒ１１７、ＮＨＳＯ２ＮＨＲ１１７、ＮＨＣＯＲ１１７、ＮＨＣＯＮＨＲ１

１７、及びアリール及びヘテロアリールであり、これらは任意にハロ、ヒドロキシ、ＯＣ
Ｆ３、アルキル、アルケニル、アルキニル、ハロアルキル、ＣＮ、アルコキシ、アルキル
アミノ、ジアルキルアミノ、ＮＨＳＯ２Ｒ１１７、ＮＨＳＯ２ＮＨＲ１１７、ＮＨＣＯＲ

１１７、又はＮＨＣＯＮＨＲ１１７で置換されてもよく、
　Ｒ１１５は、水素、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘ
テロアリールから選択され、
　Ｒ１１８及びＲ１１９は、各々独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、アリール、ヘテロ
アリール、アラルキル、及びヘテロアラルキルから選択され、又は一緒になって、Ｒ１１

８及びＲ１１９はヘテロシクロアルキルを形成してもよく、
　Ｒ１１７は、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル及び
ヘテロアラルキルである。）
【請求項１３】
　式（ＸＩＩ）の化合物又はそのエステル若しくは薬学的に許容され得る塩。
【化１４】

　（式中、
　Ａｒは、アリール又はヘテロアリールであり、
　ここで、Ａｒに関して定義されるアリール及びヘテロアリールの各々は、Ｗ及び１つ又
は２つのＺ基で置換され、
　　ここで、Ｚは、低級アルキル、低級ハロアルキル、ＮＯ２、ＣＦ３、シクロプロピル
、低級アルコキシ、ハロ、ヒドロキシル及びアミノであり、
　　　ここで、Ｚに関して定義されるアミノは、任意に１つ又は２つの低級アルキルで置
換され、
　　　Ｗは、アリール、ヘテロアリール、又はアジドであり、
　　　ここで、Ｗに関して定義されるアリール又はヘテロアリールは、Ｒ１１、Ｈ、ボロ
ン酸、ボロン酸ピナコールエステル、アルキル、ＯＴｆ、ヒドロキシル、任意に１つ又は
２つのアルキル又はアリール基で置換されたアミノ、アジド、アルキン、－ＳＯ２アリー
ル、、Ｃ（Ｏ）ＯＲ５、Ｃ（Ｏ）ＮＲ８Ｒ９、ハロ、ＯＣＦ３、アルケニル、アルキニル
、ハロアルキル、ＣＮ、アルコキシ、ＮＨＳＯ２Ｒ６、ＮＨＳＯ２ＮＨＲ６、ＮＨＣＯＲ

６、ＮＨＣＯＮＨＲ６、及びシクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、アリー
ルオキシ、アラルキル、及びヘテロアリールから選択される１つ以上の置換基で置換され
、それらのいずれも、任意に１つ以上のアルキル、ヒドロキシル、オキソ、ＣＮ、及びＮ
Ｒ８Ｒ９で置換されてもよく、
　　　　ここで、Ｒ５及びＲ６の各々は独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、ヘ
テロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル及びヘテロアラルキルであ
り、
　　　　　Ｒ８及びＲ９の各々は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、アリール、ヘテ
ロアリール、アラルキル及びヘテロアラルキルであり、又はＲ８及びＲ９は、一緒になっ
てヘテロシクロアルキルを形成し、
　　　　　Ｒ１１は、ハロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、ハロ
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アルキル、アリール、アラルキル、ヘテロシクリル、ヘテロアリール、ヘテロアリール（
ｈｅｔｅｒａｒｙｌ）アルキル、ＣＮ、アルコキシ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ
、ＮＨＳＯ２Ｒ１２、ＮＨＳＯ２ＮＨＲ１２、ＮＨＣＯＲ１２、ＮＨＣＯＮＨＲ１２、Ｃ
ＯＮＨＲ１２、ＣＯＮＲ１２ａＲ１２ｂ、ヒドロキシ、及びＯＣＦ３であり、
　　　　　ここで、Ｒ１２、Ｒ１２ａ及びＲ１２ｂの各々は独立して、水素、Ｃ１～Ｃ６

アルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル及びヘテロアラルキルから選択され、
　但し、前記式（ＸＩＩ）の化合物は
　３－［４－［（Ｓ）－ヒドロキシ－［２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロピラン－２－イル］メチル］－
３－メチル－フェニル］－Ｎ－メチル－ベンズアミド、又は
　４’－（（Ｓ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－トリ
ヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メチル
）－Ｎ－メチルビフェニル－３－カルボキサミドではないものとする。）
【請求項１４】
　式（ＸＩＩＩ）の化合物又はそのエステル若しくは薬学的に許容され得る塩。
【化１５】

　（式中、
　Ｒ１３１１は、ハロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、ハロアル
キル、アリール、アラルキル、ヘテロシクリル、ヘテロアリール、ヘテロアリール（ｈｅ
ｔｅｒａｒｙｌ）アルキル、ＣＮ、アルコキシ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、Ｎ
ＨＳＯ２Ｒ１３１２、ＮＨＳＯ２ＮＨＲ１３１２、ＮＨＣＯＲ１３１２、ＮＨＣＯＮＨＲ

１３１２、ＣＯＮＨＲ１３１２、ＣＯＮＲ１３１２ａＲ１３１２ｂ、ヒドロキシ、及びＯ
ＣＦ３から選択され、
　Ｒ１３１２、Ｒ１３１２ａ及びＲ１３１２ｂは、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、
アリール、ヘテロアリール、アラルキル及びヘテロアラルキルから選択され、
　Ｚ１３は、低級アルキル、低級ハロアルキル、ＮＯ２、ＣＦ３、シクロプロピル、低級
アルコキシ、ハロ、ヒドロキシル、及び任意に１つ又は２つの低級アルキルで置換された
アミノから選択され、
但し、前記化合物は
　３－［４－［（Ｒ）－ヒドロキシ－［（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５
－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロピラン－２－イル］メチル］
－３－メチル－フェニル］－Ｎ－メチル－ベンズアミドではないものとする。）
【請求項１５】
　以下の化合物又はその薬学的に許容され得る塩。
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【化１６】

【請求項１６】
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－ヒドロキシ（４－（イソキノリン
－５－イル）－２－メチルフェニル）メチル）－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ
－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　７－（４－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メ
チル）－３－メチルフェニル）イソキノリン－１（２Ｈ）－オン、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－（４－（１－アミノイソキノリン
－７－イル）－２－メチルフェニル）（ヒドロキシ）メチル）－６－（ヒドロキシメチル
）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　７－（４－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メ
チル）－３－メチルフェニル）－３，４－ジヒドロイソキノリン－１（２Ｈ）－オン、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－ヒドロキシ（２－メチル－４－（
２－メチル－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－５－イル）フェニル）メチル
）－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　４’－（（Ｒ）－アミノ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－トリヒド
ロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メチル）－
Ｎ，３’－ジメチルビフェニル－３－カルボキサミド、
　４’－（（Ｒ）－メトキシ（（２Ｓ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－トリヒ
ドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メチル）
－Ｎ，３’－ジメチルビフェニル－３－カルボキサミド、
　４’－（メトキシ（（２Ｓ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－トリヒドロキシ
－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メチル）－Ｎ，２
’－ジメチルビフェニル－３－カルボキサミド、
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　４’－（ジフルオロ（（２Ｓ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－トリヒドロキ
シ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メチル）－Ｎ，
３’－ジメチルビフェニル－３－カルボキサミド、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－ヒドロキシ（４－（イソキノリン
－６－イル）－２－メチルフェニル）メチル）－６－（ヒドロキシメチル）－テトラヒド
ロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　７－（４－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）
メチル）－３－メチルフェニル）－２－メチルイソキノリン－１（２Ｈ）－オン、
　７－（４－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）
メチル）－３－メチルフェニル）－２－メチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１（２
Ｈ）－オン、
　４－（４－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）
メチル）－３－メチルフェニル）イソインドリン－１－オン、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－ヒドロキシ（２－メチル－４－（
キノリン－６－イル）フェニル）メチル）－６－（ヒドロキシメチル）－テトラヒドロ－
２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－ヒドロキシ（２－メチル－４－（
キノリン－７－イル）フェニル）メチル）－６－（ヒドロキシメチル）－テトラヒドロ－
２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－ヒドロキシ（２－メチル－４－（
３－メチル－３Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミダゾール－５－イル）フェニル）メチル）－６－（
ヒドロキシメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－（４－（３Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミ
ダゾール－５－イル）－２－メチルフェニル）（ヒドロキシ）メチル）－６－（ヒドロキ
シメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－（４－（３－アミノ－１Ｈ－イン
ダゾール－７－イル）－２－メチルフェニル）（ヒドロキシ）メチル）－６－（ヒドロキ
シメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　６－（４－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）
メチル）－３－メチルフェニル）イソインドリン－１－オン、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－ヒドロキシ（２－メチル－４－（
３－メチルベンゾ［ｄ］イソオキサゾール－５－イル）フェニル）メチル）－６－（ヒド
ロキシメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－ヒドロキシ（４－（イソキノリン
－７－イル）－２－メチルフェニル）メチル）－６－（ヒドロキシメチル）－テトラヒド
ロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－（４－（２－クロロピリジン－４
－イル）－２－メチルフェニル（ヒドロキシ）メチル）－６－（ヒドロキシメチル）－テ
トラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－（４－（２’－クロロ－［２，４
’－ビピリジン］－４－イル）－２－メチルフェニル）（ヒドロキシ）メチル）－６－（
ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－ヒドロキシ（２－メチル－４－（
２－（メチルアミノ）ピリジン－４－イル）フェニル）メチル）－６－（ヒドロキシメチ
ル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－ヒドロキシ（２－メチル－４－（
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２－モルホリノピリジン－４－イル）フェニル）メチル）－６－（ヒドロキシメチル）－
テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－（４－（２－アミノピリジン－４
－イル）－２－メチルフェニル（ヒドロキシ）メチル）－６－（ヒドロキシメチル）－テ
トラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－（４－（２－（ジメチルアミノ）
ピリジン－４－イル）－２－メチルフェニル）（ヒドロキシ）メチル）－６－（ヒドロキ
シメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－（４－（３－アミノベンゾ［ｄ］
イソオキサゾール－５－イル）－２－メチルフェニル）（ヒドロキシ）メチル）－６－（
ヒドロキシメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　７－（４－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）
メチル）－３，５－ジメチルフェニル）イソキノリン－１（２Ｈ）－オン、
　７－（４－（（Ｓ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メ
チル）－３，５－ジメチルフェニル）イソキノリン－１（２Ｈ）－オン、
　７－（４－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）
メチル）－３－メチルフェニル）－２－イソプロピルイソキノリン－１（２Ｈ）－オン、
　７－（４－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）
メチル）－３－メチルフェニル）－２－イソプロピル－３，４－ジヒドロイソキノリン－
１（２Ｈ）－オン、
　７－（４－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）
メチル）－３－（トリフルオロメチル）フェニル）－３，４－ジヒドロイソキノリン－１
（２Ｈ）－オン、
　７－（４－（（Ｓ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メ
チル）－３－（トリフルオロメチル）フェニル）－３，４－ジヒドロイソキノリン－１（
２Ｈ）－オン、
　５－（４－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）
メチル）－３－メチルフェニル）－Ｎ－メチルニコチンアミド、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－ヒドロキシ（４－（イミダゾ［１
，２－ａ］ピリジン－２－イル）－２－メチルフェニル）メチル）－６－（ヒドロキシメ
チル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　４’－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－トリ
ヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メチ
ル）－５’－メチル－Ｎ－（ピリジン－２－イル）ビフェニル－３－カルボキサミド、
　４’－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－トリ
ヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メチ
ル）－Ｎ３，Ｎ５，３’－トリメチルビフェニル－３，５－ジカルボキサミド、
　４’－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－トリ
ヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メチ
ル）－Ｎ－メチル－５’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－３－カルボキサミド、
　４’－（（Ｓ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－トリ
ヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メチル
）－Ｎ－メチル－３’－（トリフルオロメチル）－［１，１’－ビフェニル］－３－カル
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ボキサミド、
　４’－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－トリ
ヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メチ
ル）－Ｎ，Ｎ，５’－トリメチルビフェニル－３－カルボキサミド、
　５－シアノ－４’－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，
４，５－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２
－イル）メチル）－Ｎ，５’－ジメチルビフェニル－３－カルボキサミド、
　４－シアノ－４’－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，
４，５－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）－テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２
－イル）メチル）－Ｎ，５’－ジメチルビフェニル－３－カルボキサミド、
　４’－（（Ｒ）－アジド（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－トリヒド
ロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メチル）－
Ｎ，３’－ジメチルビフェニル－３－カルボキサミド、
　３’－クロロ－４’－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３
，４，５－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２
－イル）メチル）－Ｎ－メチルビフェニル－３－カルボキサミド、
　４’－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－トリ
ヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メチル
）－３’－メチルビフェニル－４－カルボニトリル、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－（４－アジド－２－メチルフェニ
ル）（ヒドロキシ）メチル）－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－
３，４，５－トリオール、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－ヒドロキシ（２－メチル－４－（
４－フェニル－１Ｈ－１，２，３－トリアゾール－１－イル）フェニル）メチル）－６－
（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－ヒドロキシ（２－メチル－４－（
４－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－１，２，３－トリアゾール－１－イル）フェニル）
メチル）－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオ
ール、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（１Ｒ）－ヒドロキシ（２－メチル－４－
（４－（ピペリジン－３－イル）－１Ｈ－１，２，３－トリアゾール－１－イル）フェニ
ル）メチル）－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－ト
リオール、
　４’－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－トリ
ヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メチル
）－３’－メチルビフェニル－３－カルボニトリル、
　５－（４－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メ
チル）－３－メチルフェニル）ニコチン酸、
　メチル５－（４－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４
，５－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イ
ル）メチル）－３－メチルフェニル）ニコチネート、
　３－（１－（４－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４
，５－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イ
ル）メチル）－３－メチルフェニル）－１Ｈ－１，２，３－トリアゾール－４－イル）安
息香酸、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－ヒドロキシ（２－メチル－４－（
３－メチル－１Ｈ－インダゾール－５－イル）フェニル）メチル）－６－（ヒドロキシメ
チル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　６－（４－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
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トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メ
チル）－３－メチルフェニル）チエノ［３，２－ｄ］ピリミジン－２，４（１Ｈ，３Ｈ）
－ジオン、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－ヒドロキシ（２－メチル－４－（
４－（ピリジン－２－イル）－１Ｈ－１，２，３－トリアゾール－１－イル）フェニル）
メチル）－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオ
ール、
　３－（４－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メ
チル）－３－メチル－２－ニトロフェノキシ）ベンゾニトリル、
　５－（４－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メ
チル）－３－メチルフェニル）－Ｎ－イソプロピルニコチンアミド、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－ヒドロキシ（３－メチル－３’－
（１Ｈ－テトラゾール－５－イル）ビフェニル－４－イル）メチル）－６－（ヒドロキシ
メチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－（４－（１－アミノイソキノリン
－５－イル）－２－メチルフェニル）（ヒドロキシ）メチル）－６－（ヒドロキシメチル
）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオール、
　５－（４－（（Ｒ）－ヒドロキシ（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４，５－
トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）メ
チル）－３－メチルフェニル）イソキノリン－１（２Ｈ）－オン、及び
　（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ）－２－（（Ｒ）－（４－（３－アミノ－１Ｈ－イン
ダゾール－５－イル）－２－メチルフェニル）（ヒドロキシ）メチル）－６－（ヒドロキ
シメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３，４，５－トリオールである化合物。
【請求項１７】
　医薬として使用するための請求項１又は２に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項１８】
　尿路感染症（ＵＴＩ）の治療における使用のための請求項１又は２に記載の式（Ｉ）の
化合物。
【請求項１９】
　ＦｉｍＨ機能又は活性の阻害により寛解される疾病又は病状の予防又は治療のための医
薬の製造における使用のための請求項１又は２に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項２０】
　請求項１～１６のいずれかにに記載の化合物及び薬学的に許容され得る担体を含む医薬
組成物。
【請求項２１】
　請求項１～１６のいずれかに記載の化合物を含むＦｉｍＨ仲介疾病の治療用の医薬組成
物。
【請求項２２】
　前記疾病が、細菌感染症、クローン病（ＣＤ）及び炎症性腸疾患（ＩＢＤ）から選択さ
れる請求項２１に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　前記疾病が、反復性又は慢性の尿路感染症である請求項２２に記載の医薬組成物。
【請求項２４】
　請求項１～１６のいずれかに記載の化合物及び他の治療薬を含むＦｉｍＨ仲介疾病の治
療用医薬組成物。
【請求項２５】
　経口（ＰＯ）投与用に処方された請求項１～１６のいずれかに記載の式（Ｉ）の化合物
を含む医薬組成物。
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【請求項２６】
　前記組成物が錠剤及びカプセル剤から選択される請求項２０～２５のいずれかに記載の
医薬組成物。
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